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「らんの里堂ヶ島」で集合写真

月
26
日
（
水)

〜
27
日
（
木
）
に
、
高
齢

者
一
人
暮
ら
し
ふ
れ
あ
い
仲
間
づ
く
り
旅
行

を
行
な
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
参
加
者
36
名
、
社
会
福
祉
協
議

会
小
澤
会
長
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

大
澤
主
任
、
事
務
局

名
の
合
計
40
名
で
、

静
岡
県
西
伊
豆
の
堂
ヶ
島
温
泉
「
堂
ヶ
島
ニ
ュ
ー

銀
水
」
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で
、

予
定
し
て
い
た
コ
ー
ス
を
変
更
し
、
「
東
京

ラ
ス
ク
伊
豆
工
場
」
で
見
学
や
買
物
を
し
、

ホ
テ
ル
に
早
め
に
入
り
、
温
泉
に
ゆ
っ
く
り

と
浸
か
り
、
の
ん
び
り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
朝
か
ら
天
候
も
回
復
し
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
波
が
高
く
予
定
し

て
い
た
遊
覧
船
が
欠
航
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

再
び
予
定
を
変
更
し
、
「
ら
ん
の
里
堂
ヶ

島
」
を
見
学
、
「
象
牙
美
術
宝
庫
」
で
中
国

の
象
牙
彫
刻
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

今
年
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
に

ぎ
や
か
な
楽
し
い
旅
行
が
出
来
ま
し
た
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
は
、
こ
の
度
図
ら
ず
も
奥
多
摩
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

社
協
の
役
員
の
経
験
は
、
理
事

年
と
自
治
会

長
で
の
評
議
員
の
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
会
長

の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
経
験
も
乏
し
く
不
安

で
す
が
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
の
皆
様
の

善
意
に
よ
る
会
員
会
費
で
地
域
福
祉
の
発
展
の
た

め
に
努
力
し
て
い
る
事
を
改
め
て
痛
感
し
た
の
で
、

そ
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
、
地
域
福
祉
の
推
進

の
た
め
職
責
を
全
う
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
退
任
さ
れ
ま
し
た
大
舘
眞
会
長
は

会
長

年
、
理
事

年
を
、
佐
藤
泰
信
副
会
長
は

副
会
長

年
、
理
事
14
年
、
評
議
員

年
を
、
齊

藤
次
男
副
会
長
は
副
会
長

年
、
理
事

年
、
評

議
員

年
を
、
神
田
千
代
子
理
事
は
理
事

年
、

評
議
員

年
を
、
山
下
卓
理
事
は
理
事

年
を
、

そ
れ
ぞ
れ
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
た
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
無
報
酬
で

ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
輩
方
々
の
ご
活
躍
、
ご
尽
力
で
現
在
の
社
協

の
体
制
が
整
い
順
調
な
運
営
が
出
来
て
い
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
し
、
皆
様
の
ご
労
苦
に
対
し
、
敬
意

と
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
、
町
福
祉
の
推
進
と
社
協
の
運
営
に
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

社
協
の
事
業
執
行
、
財
政
運
営
共
に
、
今
後
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
少
子
高

齢
化
の
進
む
中
、
こ
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
社
協
に

し
て
い
く
よ
う
に
、
行
政
、
社
協
、
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
頑
張
ら
な
く
て
は
と
心
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
役
職
員
一
同
地
域
福
祉
の
推
進
に

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
皆
様
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

小

澤

春

義

【
役
員
の
選
任
】

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
が
理
事
・
監
事
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

会

長

小

澤

春

義
（
常

磐
・
新
任
）

副
会
長

大

澤

健

男
（
白

丸
・
新
任
）

〃

村

木

義

雄
（
南
氷
川
・
新
任
）

常
務
理
事

清

水

信

行
（
青
梅
市
・
再
任
）

理

事

小

澤

大
（
立
川
市
・
再
任
）

〃

鈴

木

ア
ツ
子
（
大
氷
川
・
再
任
）

〃

師

岡

さ
と
子
（
小
丹
波
・
再
任
）

〃

大

澤

五
百
子
（
白

丸
・
再
任
）

〃

小

峰

陽

一
（
大
氷
川
・
再
任
）

〃

増

田

昭

治
（
栃
久
保
・
新
任
）

〃

堀

口

豊
（
海

沢
・
新
任
）

〃

清

水

葉

子
（
棚

沢
・
新
任
）

〃

奥

平

周

二
（
小
丹
波
・
新
任
）

監

事

村

木

順

一
（
小
丹
波
・
再
任
）

〃

河

村

昉

可
（
峰

谷
・
再
任
）

任

期
平
成
25
年

月
13
日
か
ら
平
成
27
年

月
12
日

退

任
会

長

大

眞
（
日

原
）

副
会
長

佐

藤

泰

信
（
栃
久
保
）

〃

齊

藤

次

男
（
南
氷
川
）

理

事

山

下

卓
（
小
丹
波
）

〃

神

田

千
代
子
（
棚

沢
）

退
任
さ
れ
た
役
員
の
皆
様
に
は
、
長
い
間
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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【
評
議
員
の
選
任
】

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
が
評
議
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

原

島

け
い
子
（
小
丹
波
・
再
任
）

山

宮

正

明
（
棚

沢
・
再
任
）

小

峰

和

子
（
大
氷
川
・
再
任
）

小

峰

百
合
子
（
大
氷
川
・
再
任
）

牧

野

末

廣
（
大

沢
・
再
任
）

渡

邊

幸

治
（
南
氷
川
・
再
任
）

小

峰

眞

子
（
常

磐
・
再
任
）

島

美
佐
子
（

境

・
再
任
）

森

田

美
都
子
（
中

山
・
再
任
）

大

野

利

明
（
峰

谷
・
再
任
）

原

島

富

子
（
丹
三
郎
・
再
任
）

村

木

一

男
（
栃
久
保
・
再
任
）

望

田

豊
（
中

山
・
再
任
）

相

田

恵
美
子
（
梅

沢
・
再
任
）

天

野

好

夫
（
大

沢
・
再
任
）

小

峰

俊

彦
（
常

磐
・
再
任
）

澤

本

和

容
（
丹
三
郎
・
再
任
）

木

村

圭
（
南
氷
川
・
再
任
）

坂

本

房

雄
（

境

・
再
任
）

島

崎

教

男
（
中

山
・
再
任
）

岡

部

和

男
（
留

浦
・
再
任
）

加

藤

健
（
大
丹
波
・
新
任
）

酒

井

正

利
（
峰

谷
・
再
任
）

髙

橋

邦

男
（
棚

沢
・
再
任
）

牧

野

綾

子
（
海

沢
・
再
任
）

杉

村

誠

二
（
常

磐
・
再
任
）

村

木

文

男
（
海

沢
・
新
任
）

任

期
平
成
25
年

月

日
か
ら
平
成
27
年

月

日

退

任
濱

野

陽
太
郎
（
梅

沢
）

奥

平

周

二
（
小
丹
波
）

退
任
さ
れ
た
評
議
員
の
皆
様
に
は
、
長
い
間
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奥
多
摩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
が
、
去

る

月
23
日
福
祉
会
館
で
、
林
田
武
都
議
会
議
員
、

河
村
町
長
等
多
く
の
来
賓
の
方
々
の
出
席
を
い
た

だ
き
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
南
氷
川
自
治
会
に
新
た
な
ク
ラ
ブ

（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
が
誕
生
し
、
連
合
会
に
加
わ

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

名
（
日
原
・
境
）
の
方
々
が
新
た
に

理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

理

事

田

中

祐
四
郎
（
南
氷
川
）

〃

原

田

弥

一
（
日

原
）

〃

原

島

昭
（

境

）

月

日
（
日
）
福
祉
会
館
に
於
い
て
、
奥
多
摩
な

つ
め
ろ
会
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
祭
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

大
勢
の
方
々
に
よ
り
、
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
こ

の
収
益
金
「

，

円
」
を
当
社
会
福
祉
協
議

会
に
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ご
寄
付
は
、
町
内
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
立
羽
村
特
別
支
援
学
校
で
は
、
毎
年
恒
例
の
夏
祭

り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日

時

月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

時
30
分

会

場

羽
村
市
五
ノ
神

‐

羽
村
特
別
支
援
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費

無
料

内

容

移
動
動
物
園
、
模
擬
店
、
合
唱
等

お
問
い
合
わ
せ
先

羽
村
特
別
支
援
学
校

夏
祭
り
実
行
委
員
会

電
話

‐

‐
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１．事業報告

昨年末に新政権が誕生して５か月が経過しました。大胆な金融政策、機動的な財政政策、民

間投資を喚起し、早期のデフレ脱却と持続的な経済成長などを実現するため「経済再生」、

「震災復興」、「危機管理」を柱に、強力に実行していくとしています。昨年末から円安、株

高が進行するとともに、４月には日銀の大胆な金融緩和策が打ち出されています。経済対策等

を通じて、景気の浮揚、雇用の創出、地域の活性化など、身近な生活のなかで早期に感じるこ

とを期待するものであります。

さて、わが国の少子高齢化が急速に進む中、核家族化と単身世帯の増加による家庭機能や地

域社会の福祉力の低下、社会保障をはじめとする公的制度や施策の問題、虐待、家庭内暴力、

孤立死、高齢者に対する詐欺的商法、引きこもりなど、社会福祉に対するニーズは、質・量と

もに多様化、複雑化する傾向にあります。また、高齢者や障がい者をはじめとする福祉制度を

取り巻く環境も大きく変化してまいりました。

このような社会情勢の中で、平成２４年度の事業執行にあたっては、地域福祉活動計画「や

まびこ計画」に基づき推進してまいりました。主な事業として、高齢福祉分野では、在宅の高

齢者が住み慣れた地域で健康で安心した生活が送れるよう外出支援サービス、筋力向上トレー

ニング事業、福祉機器の貸出、老人クラブ連合会運営支援等の事業を、障がい者福祉分野では、

障がい者が自立した生活を送り積極的な社会参加が図れるよう、障がい者団体の運営と活動の

支援、日常生活自立支援等の事業を、介護分野では、介護保険法の一部改正に伴い通所介護サー

ビス提供時間の延長を行う等、介護サービス事業者として在宅高齢者の介護支援を中心に、高

齢者在宅サービスセンター、ヘルパーステーション“おくたま”、ケアサポート奥多摩の運営

を、子ども家庭分野では、地域における育児環境の福祉向上を図るため、乳幼児及び児童福祉

事業等を、その他、福祉大会の開催、福祉団体への運営支援、ボランティア活動の推進・支援、

福祉サービスの利用援助、生活困窮者等に対する相談・支援・貸付事業等を実施してまいりま

した。

東日本大震災発生後の町及び自治会連合会協同による義援金の受付状況は、この３月末まで

の２年間に１１，１７６，９０４円を日本赤十字社に送金することができました。多くの方の

ご協力に対して御礼を申しあげますとともに、引き続き義援金の受付を行っていくものであり

ます。

引き続き役職員一丸となって、一人ひとりが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けていけ

る「地域福祉」を推進してまいりますので、関係行政機関等をはじめ、町民皆様のなお一層の

ご支援とご協力をお願い申し上げます。

以上、事業の概要について報告させていただきましたが、決算の概要につきましては、次の

とおりです。

なお、詳細は「奥多摩町社会福祉協議会」ホームページをご覧ください。

平成２４年度 社会福祉協議会 事業・決算報告
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科 目 合 計
法人運営
事 業

地域福祉
事 業

ボランティア
活動推進事業

生活福祉資
金貸付事業

福祉ｻｰﾋﾞｽ利
用援助事業

介護事業 受託事業

収

入

会 費 収 入 3,902,000 3,101,457 633,543 167,000 0 0 0 0

寄 附 金
収 入 3,302,217 1,996,191 1,134,001 172,025 0 0 0 0

経 常 経 費
補助金収入

39,653,677 29,089,707 1,244,000 9,319,970 0 0 0 0

受 託 金
収 入

37,953,065 0 1,687,500 0 1,397,000 3,982,000 12,156,200 18,730,365

事 業 収 入 1,142,951 0 520,500 622,451 0 0 0 0

共 同 募 金
配分金収入

2,366,147 365,000 1,405,000 596,147 0 0 0 0

介 護 保 険
収 入

52,768,346 0 0 0 0 0 52,768,346 0

雑 収 入 104,280 97,080 0 4,985 0 0 2,215 0

受 取 利 息
配当金収入

80,145 32,131 14,310 23,969 0 0 9,735 0

積 立 預 金
取 崩 収 入

383,480 383,480 0 0 0 0 0 0

合計(1) 141,656,308 35,065,046 6,638,854 10,906,547 1,397,000 3,982,000 64,936,496 18,730,365

支

出

人件費支出 97,568,307 25,851,047 168,500 8,202,895 1,160,000 3,582,000 41,875,274 16,728,591

事務費支出 7,848,695 2,068,985 2,835 465,235 237,000 400,000 3,660,926 1,013,714

事業費支出 21,937,906 2,379,324 3,251,870 1,156,433 0 0 14,162,219 988,060

助成金支出 1,529,709 0 1,284,709 245,000 0 0 0 0

会計単位間
繰入金支出

700,000 0 700,000 0 0 0 0 0

固定資産取得支
出及び繰入支出

1,161,300 913,500 247,800 0 0 0 0 0

積 立 預 金
積 立 支 出

3,632,591 2,115,431 936,140 581,020 0 0 0 0

合計(2) 134,378,508 33,328,287 6,591,854 10,650,583 1,397,000 3,982,000 59,698,419 18,730,365

収支差引(1)-(2) 7,277,800 1,736,759 47,000 255,964 0 0 5,238,077 0

前期末支払
資 金 残 高

60,691,291 24,595,590 2,655,505 393,775 0 0 33,046,421 0

当期末支払
資 金 残 高

67,969,091 26,332,349 2,702,505 649,739 0 0 38,284,498 0

（単位：円）

２．決算報告（資金収支）

(１) 一般会計



平成２５年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７９( ６ )

（単位：円）

科 目

(２) 公益事業特別会計 (３)
歳末たすけあ
い 運 動 事 業
特 別 会 計合 計

ケ ア サ ポ ー ト
奥 多 摩 事 業

福祉会館管理事業

収

入

受 託 金 収 入 9,613,000 0 9,613,000 0

事 業 収 入 278,950 0 278,950 0

介 護 保 険 収 入 10,962,086 10,962,086 0 0

募 金 収 入 0 0 0 2,965,240

受取利息配当金収入 1,301 283 1,018 62

会計単位間繰入金収入 700,000 700,000 0 0

経理区分間繰入金収入 1,500,000 1,500,000 0 0

合 計 (1) 23,055,337 13,162,369 9,892,968 2,965,302

支

出

人 件 費 支 出 12,030,746 12,030,746 0 0

事 務 費 支 出 369,797 369,797 0 73,635

事 業 費 支 出 8,542,270 252,000 8,290,270 784,000

経理区分間繰入金支出 1,500,000 0 1,500,000 0

共同募金会納付金 0 0 0 2,107,667

合 計 (2) 22,442,813 12,652,543 9,790,270 2,965,302

収支差引 (1)-(2) 612,524 509,826 102,698 0

前期末支払資金残高 4,575,458 2,072,732 2,502,726 0

当期末支払資金残高 5,187,982 2,582,558 2,605,424 0



平成２５年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７９( ７ )

～ ６ 月 ２ ７ 日 ま で ( 敬 称 略 )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

4月 2日 3,000円 福祉のために 匿 名

4月 2日 50,000円 亡夫、昇様の生前謝意として 白丸53 小川百合子

4月 4日 10,000円 ベッドを借りたお礼として 匿 名

4月 8日 50,000円 福祉のために 匿 名

4月17日 700円 福祉のために 匿 名

4月23日 18,000円
ダム供養の浄財を福祉のため
に

立正佼成会西多摩教会
青梅第三支部

5月 1日 10,000円 車イスを借りたお礼として 氷川17-9 本橋チヱ

5月 8日 6,170円
ほうれん草の売上を福祉のた
めに（計３回寄付）

氷川775 杉山 初

5月10日 10,000円 福祉のために 境1159 奥平 進

5月13日 981円 小銭を貯めて福祉へ 匿 名

5月16日 10,000円 ベッドを借りたお礼として 匿 名

5月27日 10,000円
ポータブルトイレを借りたお
礼として

匿 名

6月 2日 69,388円
チャリティー歌謡祭３０周年
を記念して福祉のために

奥多摩なつめろ会

6月 6日 50,000円
亡母、クラ様の生前謝意とし
て

丹三郎136-1 岡部忠良

6月10日 21,900円
第３６回住宅デーの収益金を
福祉のために

東京土建西多摩支部
奥多摩第２分会

6月10日 25,700円
第３６回住宅デーの収益金を
福祉のために

東京土建西多摩支部
奥多摩第１分会

6月18日 10,000円 福祉事業 匿 名

6月19日 200,000円 福祉のために 棚沢747 清水久昭

6月21日 10,000円 ベッドを借りたお礼として 白丸130 髙梨美代子



平成２５年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７９( ８ )

月 日 物品・数量 住 所 氏 名

4月10日 未使用切手、葉書 日原768 平岡忠夫

5月14日 タオル 棚沢353 若林みよ

5月14日 未使用テレカ、切手 小丹波194 宮田千代子

5月20日 グラス・コップ 匿 名

5月24日 タオル、ふきん、おしりふき、紙オムツ 川井449 福田マト

5月27日 紙オムツ 匿 名

6月 4日 未使用テレカ 匿 名

←
も
り
の
へ
な
そ
う
る

月
14
日
（
金
）
、
福
祉
会
館
に
お
い
て
、

氷
川
・
古
里
保
育
園
、
ち
び
っ
こ
ぐ
ー
ち
ょ

き
ぱ
ー
の
皆
さ
ん
90
名
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

保
育
園
児
観
劇
招
待
事
業
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

今
回
は
「
人
形
劇
団
プ
ー
ク
」
に
出
演
し

て
い
た
だ
き
、
「
も
り
の
へ
な
そ
う
る
」
を

公
演
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
子
ど
も
の
好
奇
心
・
空
想
力

が
テ
ー
マ
で
、
「
て
つ
た
く
ん
」
と
「
み
つ

や
く
ん
」
兄
弟
が
、
地
図
と

お
弁
当
を
持
っ
て
、
二
人
で

森
へ
探
検
し
に
い
き
ま
す
。

か
い
じ
ゅ
う
み
た
い
な
大
き

な
動
物
が
い
て
「
ぼ
か
、
へ

な
そ
う
る
の
子
ど
も
だ
い
」

と
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
二
人
と
一
匹
で
遊
ぶ
、

ミ
ニ
ミ
ニ
冒
険
ス
ト
ー
リ
ー
。

兄
弟
と
へ
な
そ
う
る
の
や
り

と
り
が
可
愛
く
、
面
白
く
、

と
て
も
心
温
ま
る
作
品
で
し

た
。参

加
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

→
お
芝
居
に
夢
中
な
園
児
の
皆
さ
ん



平成２５年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７９( ９ )

月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
、
日
本
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
に
は
、
自
治
会
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
社
費
・

寄
付
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
社
費
・
寄
付
金
は
、
全
額
日
本
赤
十
字
社

東
京
都
支
部
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自治会名
社 費 寄付金 合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

川 井 117 107,150 5 3,000 122 110,150

大 丹 波 104 73,000 20 6,500 124 79,500

梅 沢 45 30,500 1 1,000 46 31,500

丹 三 郎 68 40,500 0 0 68 40,500

小 丹 波 275 167,100 0 0 275 167,100

棚 沢 169 106,500 2 1,500 171 108,000

白 丸 46 26,600 6 600 52 27,200

大 氷 川 125 89,738 14 8,500 139 98,238

常 磐 77 57,000 3 2,000 80 59,000

長 畑 62 38,500 4 2,500 66 41,000

南 氷 川 83 60,500 1 500 84 61,000

栃 久 保 111 89,000 6 3,800 117 92,800

大 沢 21 11,869 0 0 21 11,869

日 原 44 30,500 0 0 44 30,500

海 沢 114 73,700 8 4,500 122 78,200

境 47 36,800 0 0 47 36,800

中 山 25 22,500 0 0 25 22,500

原 25 18,500 2 1,000 27 19,500

川 野 16 13,000 0 0 16 13,000

留 浦 11 9,500 0 0 11 9,500

峰 谷 39 24,000 0 0 39 24,000

合 計 1,624 1,126,457 72 35,400 1,696 1,161,857

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
と
自
治
会
連

合
会
と
協
同
で
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金

の
受
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
多
く
の
方
よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、

月
末
ま
で
に

，

，

円
を
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
い
た
し
ま
し

た
。
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
被
災
地
で
は
多
く
の
援
助
が

必
要
な
状
況
で
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
26
年

月
31
日
ま
で

受
付
場
所

役
場
住
民
課
総
合
窓
口

役
場
古
里
出
張
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

奥
多
摩
病
院

社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
会
館
）



平成２５年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７９( １０ )

社協では、安心して地域で暮らせるように、在宅で生活をされている認知症や物忘れのある高齢の方、知的障

害や精神障害のある方に、福祉サービス利用のお手伝いや、日常の金銭管理などのサービスを行っています。

社協へご相談下さい。必要に応じて

専門員がご自宅を訪問し、サービ

スの説明を行います。

専門員が支援計画を作

成し、契約を結びます。

（２～３か月かかります）

契約後、生活支援

員による支援が始

まります。

①福祉サービスの利用援助

・福祉サービスについての助言

・福祉サービスを利用する時の手続

・福祉サービス利用料の支払の手続

・福祉サービスについての苦情解決

制度を利用する手続など

のお手伝いをします。

③書類などの預かりサービス②日常的な金銭管理サービス

・年金や福祉手当の受領に必要な手続

・税金、社会保険料、公共料金、医療費、

家賃などの支払の手続

・日常生活に必要な預金の払戻、預入、

解約の手続など

のお手伝いをします。

・年金証書、預貯金の通帳、権利証、

契約書類、保険証書、実印、銀行印

などのお預かり

のお手伝いをします。

援 助 内 容 料 金

①福祉サービスの利用援助
1回1時間まで、1,000円

（1時間を超えた場合は、30分ごとに500円を加算いたします）

②日常的金銭管理サービス

通帳をご本人が

管理される場合

通帳をお預かり

する場合
1回1時間まで、2,500円
（1時間を超えた場合は、30分ごとに500円を加算いたします）

③書類等の預かりサービス 1ヵ月 1,000円

地域福祉権利擁護事業

※職員・専門員との相談、支援計画の作成は無料です。利用契約締結後の生活支援員による支援は有料です。

お問い合わせ：電話８３－３８５５



平成２５年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７９( １１ )

奥
多
摩
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

月
4
日
（
火)

〜
5
日
（
水
）
に
、
会
員
17
名
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
職
員
6
名
、
付
き
添
い
1
名
、

計
24
名
で
「
千
葉
県
鴨
川
市
」
へ
会
員
一
泊
親

睦
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

バ
ス
は
リ
フ
ト
付
き
で
、
車
イ
ス
で
の
乗

り
降
り
も
楽
に
で
き
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
は

東
京
都
障
害
者
休
養
ホ
ー
ム
事
業
を
利
用
し
、

「
か
ん
ぽ
の
宿
鴨
川
」
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

日
目
は
、
「
マ
ザ
ー
牧
場
」
に
て
、
マ

ザ
ー
フ
ァ
ー
ム
ツ
ア
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
ト
レ
イ
ン
に
乗
っ
て
、
動
物
達

が
暮
ら
す
「
ま
き
ば
」
を
め
ぐ
る
旅
に
出
か

け
、
羊
や
ア
ヒ
ル
の
エ
サ
や
り
体
験
な
ど
を

行
い
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し

た
。ホ

テ
ル
の
宴
会
で
は
、
美
味
し
い
料
理
と

カ
ラ
オ
ケ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

日
目
は
、

軍
港
巡

り
を
体
験
し
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
や
海
上
自
衛

隊
の
艦
船
を
間
近
で
見
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

海
軍
の
イ
ー
ジ
ス
艦
や
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー

ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
は
迫
力
満
点
で
、
快
適
な
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

梅
雨
時
期
で
の
実
施
で
し
た
が
、
二
日
間

と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
と
て
も
楽
し
い
旅
行

と
な
り
、
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
、
杉
の
実

会
、
町
福
祉
保
健
課
の
皆
様
へ
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
、
親
睦
旅

行
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
懇
親
会
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
（
会
員
数
53
名
）

対
象
の
方
の
、
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
…
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

会
費
…
年
額

，

円

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話

‐

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

月
23
日

に
福
祉
会
館
で
定
例
総
会
を
開
催
し
、
任
期

（

年
）
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

望

田

豊
（
新
任
）

副

会

長

小

澤

大
（
再
任
）

加

藤

房

一
（
新
任
）

会

計

河

村

広

光
（
再
任
）

会
計
監
事

鬼

頭

友

一
（
新
任
）

清

水

孝

幸
（
新
任
）

幹

事

浅

見

幸

平
（
新
任
）

大

野

登
美
子
（
新
任
）

→
横
須
賀
市
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公
園
で
記
念
撮
影



平成２５年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１７９( １２ )

社会福祉協議会では、在宅で一時的に介護機器を必要とされる方に、無料の貸出しを行っ

ています。貸出し、回収の機器運搬は職員が行います。

また、貸出し期間は原則６ヶ月となっていますが、状況により期間の延長も可能となって

いますので、お気軽にご相談下さい。

貸出し機器等

介護ベッド

車いす

ポータブルトイレ

エアーマット

月
9
日
（
日
）
に
町
内
三
つ
の
会
場
で
、
東
京
土
建

西
多
摩
支
部
奥
多
摩
第

・
第

分
会
に
よ
る
第
36
回
住

宅
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
住
宅
デ
ー
で
は
、
「
地
元
建
築
職
人
が
地
域
に
奉

仕
す
る
一
日
」
と
し
て
、
住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談
や
、

住
宅
の
小
修
繕
、
低
料
金
で
の
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
・

販
売
等
が
行
わ
れ
、
そ
の
収
益
金
を
福
祉
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ご
寄
付
は
、
町
内
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
単
身
高

齢
者
や
高
齢
者
世

帯
等
の
方
で
、
住

ま
い
の
こ
と
で
お

困
り
の
方
に
対
し

て
、
住
宅
修
繕
の

奉
仕
活
動
（

件
）

を
さ
れ
ま
し
た
。

大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆様からお寄せいただいている使用済み切手は、ボ

ランティアさんが１枚１枚丁寧に切り取った後、業者

に売却し、その収益金を地域福祉事業の財源として活

用させていただいております。

整理した切手（右写真）を業者に売却しましたので、

報告させていただきます。

使用済み切手 10.3ｋｇ ６，１８０円
（今回の収集には約１年３ヶ月を要しております。）

引き続き、皆様からのご寄付をお待ちしております。 ↑なんとこの量で１０キロ！！

→
包
丁
研
ぎ
（
文
化
会
館
前
）




